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自発呼吸関連肺・横隔膜傷害
と管理方法

本セミナーは整理券制ではありません
直接会場にお越しいただき、先着順にご入場いただきます。
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人工呼吸管理中の自発呼吸温存は肺だけでなく横隔膜を傷害する可能性があることが臨床

研究また基礎研究から示唆されている。強い吸気努力に伴う不均一な換気パターンや肺血流

の増加に加えて、強い吸気努力がない状況でも患者人工呼吸器非同調に伴い肺・横隔膜傷害

が発生することが我々の研究から明らかになった。こうした一連の研究から、自発呼吸関連肺・

横隔膜傷害という新しい概念が確立された。筋弛緩剤による自発呼吸の抑制は、筋萎縮を引

き起こす可能性があるために、筋弛緩剤を使わずに「安全な」自発呼吸を温存するために必要

なモニタリング・管理方法の確立が現在の優先課題である。本セッションでは、自発呼吸関連

肺・横隔膜傷害の概念、メカニズムを紹介し、「安全な」自発呼吸を温存するために必要なモニ

タリング法としてP0.1やその管理方法としてのNAVAを紹介する。


